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図 1．過去 6 年間の私立中学受験者数の推移
（2011 年）「首都圏模試センター』集計


































































































図 2．過去 6 年間の私立中学受験率の推移
（2011 年）「首都圏模試センター』集計
出所：中学受験高校受験パスナビ H. P. をもとに筆者作成



































































































































































































































































































































































































































































































































た「 学 校 改 革 は 自 己 改 革 」『School Managemant 
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註
 1）本論に於いては、私立中高一貫校に対象を限定して議論する。
 2）松下電器の第二の創業といわれる経営理念の確立に関する逸
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話などはこれに該当すると考えられる。（加藤,2010）
 3）清水（1996）は、「トップは経営理念に基づき、従業員一人
一人の貢献を認識し、個人の能力向上の機会を与え、各自
が組織での自分の役割を理解できるようにして挑戦意欲を
持たせる努力を続けている。そのような企業の従業員は自
らの動機と企業の目的とが一致すると感じ、企業に対して
帰属意識を持つようになるのである。」（p.97）と論じている。
 4）社会経済生産性本部編『ミッション・経営理念【社是社訓　
第4版】－有力企業983社の経営理念・行動指針－』,生産性
出版,2004年を参照。
 5）前者は、事例研究をもとに、理念を浸透させる具体的な方法
にはどのようなものがあるかという点について研究したも
のであり、後者は、浸透策と浸透による効果との関係を実
証的に明らかにすることを目的に研究したものである。
 6）その具体的な内容は、以下の通りである。①リーダーが定期
的に注意を払い、測定し、管理していること。②重大な事
態や組織存亡の危機にリーダーがどのように反応するか。③
リーダーが限定的な資源を割り当てる際に観察される基準。
④入念な役割モデル、指導コーチ。⑤リーダーが報酬、地
位を与える際に観察される基準。⑥リーダーが組織のメン
バーを募集、採用、昇進、退職、解雇する際に観察される
基準。
 7）具体的な内容は、①組織の設計、構造、②組織のシステム、
手順、③組織内の作法、しきたり、④物理的空間、外観建
物の設計、⑤人びとや出来事に関する話題、語り草および
逸話、⑥組織の哲学、価値観信条に関する公式表明、である。
 8）梅澤（1994）によると、「体現化」とは、経営理念の企業施策・
企業制度への徹底的体現化を指す。体現には次の3つのカテ
ゴリーがある。
・作品としての具現化（事業内容、商品・製品・サービス、
顧客対応、仕事の仕方）
・制度化（人事考課・昇進配置などの人事施策・業績評価基
準、予算配分）
・マネジメント・スタイル化（コミュニケーション、リーダー
シップ、意思決定）
（梅澤,1994,p.99）を参照。
 9）「知識教育」については次のことがらについて、社員の理解
を促進することを指している。①創業の精神と、創業に至っ
た歴史的な経緯、②その後における経営理念の進化と発展
の足跡、③現在の経営理念が意味するところ、その具体的
な内容、さらには設定の背景や経緯、今後の事業経営に果
たす経営理念の意義、企業ビジョンと経営理念との関わり
方。
10）「情緒教育」については、「風土や社風といった、社員個々人
の意思と努力ではのりこえられない力学もまた企業組織の
中には作用している」（P.111）とし、「社員個々によっての
心理的環境を整備すること」（P.111）が重要であるとしてい
る。
11）梅澤（1994）は、これら「知識教育」と「情緒教育」の両方
が「経営理念が社員一人ひとりの血となり肉となっていく」
（p.113）ことが重要であるとし「①経営理念が企業経営にお
いてはたす一般的な役割をよく理解したうえで、②自社に
おいて経営理念を設定することの必要性と重要性を認識し、
③設定された経営理念の精神と内容に対して共感・共鳴を
し、④さらにはまたその設定過程や制定の経緯を納得する」
（p.113）という一連の理念教育が必要であるとしている。
12）「経営理念の自分化」を促進する浸透策は、部門ごとの経営
理念に基づいた規範作り、社内報やミーティングなどによ
る「インナーコミュニケーション」、優秀社員や優良職場の
表彰といった「インナーイベント」の開催などが挙げられる。
梅澤（1994）の理念浸透策は、理念に基づいた企業文化・社
風づくり、徹底した理念教育、事業内容や人事システムへ
の体現化など、経営的な方策と従業員の直接参加による方
策を挙げることができる。
13）同僚性については、紅林伸幸「協働の同僚性としての《チー
ム》―学校臨床社会学から」『教育学研究』第74巻第2号,日
本教育学会,2007年,p174-188を参照。
14）特に、女子校が共学になった場合などは、建学の精神との大
幅な齟齬と新たな教育理念の提示が必要になると予想され
る。
15）鴎友学園について、森川（2004）は、改革の「勝ち組」とし
て高い評価を受けているとし、「その成功の秘訣を学ぼうと、
全国の教育関係者の訪問が後をたたない。」P.10と述べてい
る。
16）学校改革の当時は中堅教員であったが、その後、校長に就任。
現在は、鴎友学園常務理事、東京私立中学高等学校協会副
会長、東京私学教育研究所所長を務めている。
17）先行研究と筆者のインタビュー内容が重なる部分について
は、特に引用に関する注記はせず、先行研究を引用および
参考にした部分については引用であることを記した。
18）清水（2003）p.17を参照。
19）清水は、鴎友学園の教育を理解してもらうため、事務職員や
非常勤講師など、鴎友学園の教育に関係する人すべてに教
育理念に対する具体的説明を繰り返したと述べている。
20）「ワイガヤ主義」は、自動車メーカーであるホンダで頻繁に
行われたコミュニケーション手法として知られている。上
司や部下という垣根を無くし、様々な角度から自動車作り
について議論することをホンダでは「ワイガヤ主義」と呼
んだ。ホンダには、上下の関係なく「正論が通る」という
企業文化と組織全体の信頼関係が醸成されており、積極的
な議論が交わされている。
21） 2000年から2001年にかけての主要な合格実績はさらなる飛躍
を遂げている。国立大学計（38→50）、早稲田（30→60）、慶
応（21→37）、上智（18→27）等。コアネット教育総合研究
所（2004年）。
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